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学校教育に生かす 難点を 旦 位のつな 課題を立てる眉 ための視点」 みつける がり
2日目
9:00 9:30 10:10 10:30 12 :00 13 :00 14:30 14:45 15: 15 15:30 
I 事例報告
＇ 






研修の振り返りと の指導におつ における指導 今後の活用への展 ける動作法い 計画の作成と 望について の活用」て 実践
表 3 研修内容の自己評価（一覧）






























































































































































































6 I 7 40% 14 
20% 20% 
0% 0% 



























15 I 7 
20% 
0% 
゜十分達成 ほぼ達成 課題が残る 達成が不十分
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表 1 A児の指導内容と評価基準
学習内容 評価基準
展開① 【躯幹のひねり】 ●胸を反らさないで体幹をひねる。
［弛緩練習】 体幹部全体の弛め ●キョロキョロしないで，最後まで取り組む。
【股関節の屈曲・伸展】 ●キョロキョロしないで，最後まで取り組む。
股関節の弛め① ●脚を伸展させると同時に，力を抜く。
【楽座での前屈】 ●前厠していき止まった所から，力を抜いて背
背中と股関節の弛め② 中部分がスッと伸びる。
展開② ［あぐら座での左右重心移動l ●腰と上半身が一緒に動く。
【上半身ー腰l ●左右のった所で下に軽く負荷をかけても背中
が崩れない。
【あぐら座での腰の前後の動き】 ●背中を直にした状態で腰を前後に動かす。
●少し腰を落としたところで姿勢保持。
展開③ 【膝立ちでの腰の前後の動き】 ●胸を突き出したり肩に力を入れたりしないで
【上半身一腰一 ①上体を後傾さて，胸に力が入らない所で腰を動かし股 腰を動かす。
膝l の前面を伸ばす。
②序々に上体を起して直姿勢に近いところで動かす。
【膝立ちでの左右重心移動】 ●移動時に腰から動かす。
①真中から腰だけ左右に動かして後方に引かないように ●真中に戻す時，お尻が後ろにひかないように
真中に戻る。 動かす。
②真中からl要と上体を一緒に左右に動かして，後方に引 ●ふらつかない。
かないように真中に戻る。
展開④ ［立位での踏みしめ】 （伸展時）
【上半身ー腰一 （伸展と屈曲動作での保持） ●膝が伸びて腰が入る。
膝ー足】 少し右重心にして，意図的に苦手な右足で踏ませる。 （屈曲）
①膝上部分に力を入れるようにして。
②踏む動きと同時に腰を入れる。
7. 指導を振り返って
以上のように，「安定した座位姿勢とクラッチ歩行の
定着」といった個別の指導計画に掲げられた課題から，
動作法の考え方に基づいた子どもの見方・とらえ方を参
考にし，身体の部位と部位の関連で子どもの姿勢や動き
を捉えることで，自立活動の指導で扱う必要性や課題が
明らかになり，指導のサイクルができ，見通しが持てる
ようになった。
また，課題が明らかになることで，動作法のどのモデ
ルパターンを用い，何をねらって指導していくかが見え
てくる。そうすることで，ただ座位の学習だからあぐら
座位を行うといった安易な目標，指導内容の設定から脱
却できる。また，学習課題を明確にしながら指導経過に
ついて教員間で情報を共有すると，時間の指導経過と関
連づけなが，日常生活での手立てや配慮について共通理
解を図ることができた。
8. 今後の課題
今回，動作法の考え方に基づいた子どもの見方・とら
え方を用いての「課題設定・目標設定・評価の活用」に
ついて，事例を通じて整理することができた。しかし，
経験の浅い教員がどのようなところにつまずき日々の指
●膝から崩れないで中間位姿勢を保持する。
導で悩んでいるか， もう少し詳しく調べ，より具体的に
その方策を提示していけるようなモデルを構築していく
ことが課題である。
また，身体の動きに関する評価については，経験上主
観的になりやすい傾向がある。より客観的な指標と合わ
せながら評価を行うことが求められるが，その方法及び
生かし方について，実践レベルでの更なる研究が必要だ
と考える。
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